
平成 24 年７月 10 日

標記セミナーを開催いたしますので、以下のとおりお知らせします。

１．趣 旨 昨今、安全対策の分野では、人的要因に焦点をあてたアプローチである「ヒュー

マンファクター」が注目を集めています。「ヒューマンファクター」については、平

成 21年度と 22年度の安全セミナーでも一部取り上げ大きな反響がありました。

今回はテーマを「ヒューマンファクター」に絞り、人間の特性を心理学や人間工

学等の視点から深く掘り下げ考えていきます。

テーマ：「ヒューマンファクター」から考える安全

２．日 時 平成 24年８月 27 日(月) 13:30～16:30

３．会 場 あましんアルカイックホール・オクト（尼崎市昭和通 2-7-16）

４．内 容（敬称略）

(1) 主催者挨拶

公益財団法人ＪＲ西日本あんしん社会財団理事長 佐々木 隆之

（西日本旅客鉄道株式会社取締役会長）

(2) 講演

○人が守る安全を考える －安全マネジメントの視点から

早稲田大学理工学術院教授 小松原 明哲（こまつばら あきのり）

○組織の中で人を活かし、人をつなぐ －パンドラの箱の物語

立命館大学スポーツ健康科学部准教授 山浦 一保（やまうら かずほ）

５．定 員

500 名 （参加無料・事前申込要）

※お申込み多数の場合抽選とし、当選者の発表は、参加証の発送（８月中旬頃）をもって

かえさせていただきます。

６．主催等

主催：公益財団法人ＪＲ西日本あんしん社会財団

協力：西日本旅客鉄道株式会社、関西鉄道協会

７．お申込み方法

ＪＲ西日本あんしん社会財団ホームページ（http://www.jrw-relief-f.or.jp/）又はハガキ

で、平成24年８月10日（金）までに《ハガキの場合は必着》お申込みください。

ハガキの場合は、「安全セミナー参加希望」と明記の上、参加される方の氏名（要フリガナ）、

住所、電話番号を記載し下記の宛先へお送りください。

８．その他
当日の取材は可能です。取材をご希望の場合は、８月 24 日（金）17:00 までに当財団まで
ご連絡いただきますようお願いいたします。

公益財団法人ＪＲ西日本あんしん社会財団

〒530-8341 大阪市北区芝田二丁目４-24

TEL 06-6375-3202 FAX 06-6375-3229

〒530-8341 大阪市北区芝田二丁目４番 24号

公益財団法人ＪＲ西日本あんしん社会財団

(タイトル)

平成 24 年度
「安全セミナー」の

開催について



＜参考＞ 講師の略歴

小松原 明哲（こまつばら あきのり）

早稲田大学理工学術院創造理工学部経営システム工学科人間生活工学研究室 教授

早稲田大学理工学部工業経営学科卒業。博士（工学）。1996年金沢工業大学教授、2004年より現職。

消費者庁事故情報分析タスクフォース委員、国土交通省航空局空港制限区域内事故防止対策検討会

委員、日本航空、ＪＲ貨物、関西電力などの安全アドバイザー・安全検証委員などを務める。

専門は人間生活工学。ヒューマンファクターにかかわるリスクマネジメントや、製品やサービスの

人間中心設計についての研究を行っている。

（講演概要）

現代社会は、運輸、生産流通、情報通信などの社会技術システムにより支えられているが、こ

うしたシステムで事故が起きると、社会全体が甚大な影響を被ることにもなる。安全を確実に達

成するためには安全マネジメントが必要である。最近の安全マネジメントでは、人間はヒューマ

ンエラーを起こす困った存在でもあるが、一方で、臨機応変、機転を利かす、現場力といったよ

うな素晴らしい面にも着目している。これがレジリエンス・エンジニアリングといわれるヒュー

マンファクターズの新領域であるが、その意味と位置づけについて考える。

山浦 一保（やまうら かずほ）

立命館大学スポーツ健康科学部 准教授

広島大学大学院生物圏科学研究科博士課程（環境計画科学専攻）修了。2000 年財団法人集団力学研

究所研究員、2002 年中央労働災害防止協会調査研究部リサーチ・レジデント、2007 年静岡県立大

学地域経営研究センター副センター長を経て、2010 年より現職。産業組織心理学会理事、日本学術

振興会特別研究員等審査専門委員社会科学領域などを務める。

専門は産業・組織心理学。リーダーシップや、人間関係構築に関する心理学的研究を行っている。

（講演概要）

人と人がつながり、士気高く、風通しの良い組織・風土を創ること。このことは、安全確保を

促すと言われ、だれもが望んでいる組織の姿である。しかし、それが良いことだと分かっていて

も、いいことばかりではないぞ…と頭の片隅をかすめた途端、自ら行動しない・できない、とい

うためらいの心理が作動し始めることがある。

組織という箱の蓋を開けたとき、そこには一体、どんな姿の人間と心がうごめいているのか。

和を重んじ、ソフト面にその強さがあると言われた日本企業で、いま、改めて何が重要なことな

のか、皆さんと一緒に考える。

別紙




